
文責：坪井 

日本都市計画学会中部支部 30 周年記念リレーシンポジウム第二弾 

「コンパクトシティ推進とウィズコロナの展望～人口減少時代の都市の持続可能性とは～」 

 

内容：コンパクトシティの構築や人口減少下のまちづくり・さとづくりを積極的に進める自治体を事例

に、施策推進の現状や課題を議論し、ウィズコロナの影響と今後を展望する。 

講師：基調講演 松川寿也氏（長岡技術科学大学） 

事例報告 藤本敦氏（北九州市都市計画課） 

矢谷明也氏（舞鶴市建設部） 

宮島俊明氏（下條村副村長） 

話題提供 浅野純一郎氏（豊橋技術科学大学） 

パネルディスカッション 

コーディネータ：浅野純一郎氏 

パネリスト：松川寿也氏、藤本敦氏、矢谷明也氏、宮島俊明氏 

日時：2020 年 11 月 25 日（水）13：30～16：50 

方法：オンライン開催（zoom・YouTube 等を活用） 

主催：日本都市計画学会中部支部（地方再生まちづくり小委員会） 

共催：名古屋都市センター 

事前参加希望者：153 名、You Tube 視聴者 106 名（瞬間最大視聴者数：最大同時接続数） 

 

13：30～13：35 開催挨拶 松本幸正氏（名城大学：中部支部支部長） 

13：35～13：40 趣旨説明 浅野純一郎氏 

13：40～14：25 基調講演 松川寿也氏 「集約型都市構造へむけた土地利用制度の現状と課題」 

  内容：立地適正化計画における非集約エリア（市街化調整区域や非線引き白地地域）の現状や課題に

ついて説明したうえで、非集約エリアを計画に組み込んでいる方策として、地域未来投資促進法と

の関係性、計画特定用途制限地域を活用した土地利用コントロール（大野市、横手市）、SDGs 未来

都市での地域コミュニティゾーンへの誘導事例（見附市）について報告された。また、災害リスクの

高い地域の居住誘導の考え方について、長岡市の事例を踏まえながら報告された。最後に、集約型都

市構造の構築のためには、郊外の土地利用についてもセットで考え、市全体をマネジメントする必

要があることを示唆された。 

 

14：25～14：30 休憩 

 

14：30～14：50 事例報告 藤本敦氏 「災害に強くコンパクトなまちづくりについて」 

  内容：北九州市のまちの成り立ち（地形、産業の歴史、交通、市街化区域と斜面地）や現状（人口、

DID 区域、空き家、都市計画・立地適正化計画、西日本豪雨災害の被害）について概要を説明した

うえで、災害に強くコンパクトなまちづくりの構築のため、区域区分見直し（逆線引き）の方法（一

次選定：客観的評価指標による候補地選定、二次選定：現地調査による候補地選定）について報告さ

れた。 

14：50～15：10 事例報告 矢谷明也氏 「引き算で考えるこれからの都市計画 -立地適正化計画等に

よるコンパクトシティへの取り組み-」 

  内容：舞鶴市の人口変化や将来推計人口からみて、都市計画道路や市街化区域の再編（逆線引き）の

必要性について示したうえで、真のコンパクトシティの実現には用途地域の見直しや区域区分の見

直しが必要であり、スピード感のある対応のためには都市計画法第 15 条の改正が必要であることを

示唆された。 

15：10～15：30 事例報告 宮島俊明氏 「持続可能なインフラ整備とは ～建設資材支給事業～」 

  内容：下條村の概要について報告した上で、村役場の再編・職員の意識改革、身の丈にあった公共事



業、村民参加型の施設整備について報告された。また、村民参加型の施設整備の詳細として、建設資

材支給事業による方法や効果（約 10 億円の削減等）について報告された。これによって生み出され

た財源を基に地域振興・子育て支援策に適応することで、身の丈に合った行政運営を行うことが重

要であることを示された。 

15：30～15：40 話題提供 浅野純一郎氏 「アフターコロナの都市計画とは？ -自治体アンケート調

査より-」 

  内容：新型コロナウイルスによる生活の変化や都市計画の影響について伺ったアンケート調査の結

果について報告された。 

 

15：40～15：45 休憩 

 

15：45～16：50 パネルディスカッション 

オンラインやパネリスト、コーディネータからの質問やコメントについて議論された。 

 

１． 逆線引きについて住民の反応について（オンライン） 

・ 市街化調整区域になると資産価値が低下すること、市街化区域への住み替え支援が欲しいこと等に

ついて住民から意見があった。（藤本氏） 

・ 正直、住民がどの程度理解しているか分からず、実際に理解されるのは建て替えを検討する時だと

思うので、時限爆弾のように感じている。（矢谷氏） 

・ 市街化調整区域となっても市が積極的に居住者を撤退させることはないが、その地域に住めなくな

ることや跡地を活用について不安に思っている住民もいる。（藤本氏） 

 

２． 北九州市で逆線引きをされたエリアの詳細について（松川氏） 

・ 災害危険性の高いエリアは逆線引き候補地として選ばれやすくしているが、生活利便性や居住状況

の観点からも候補地を選定している。（藤本氏） 

・ 災害危険性の高いエリアについて、防災対策を講じてほしいという住民についてはどのような対応

をとっているのか。（矢谷氏） 

・ 防災対策についても講じていくが、コンパクトなまちづくりの一環として必要であることを説明し

ている。（藤本氏） 

 

３． 住民参加型の施設整備について、実際に実施して感じる課題は何か（矢谷氏） 

・ 地区によっては高齢化が進み、労働力不足になることが懸念されるため、地区をこえた広域的な体

制が必要だと感じている。（宮島氏） 

・ 舗装した道路を砂利道に戻すようなことも考えられるのか。（矢谷氏） 

・ 山村においてはコンクリート舗装は生活に直結するため、砂利道に戻すことよりも舗装することが

必要であると考えている。（宮島氏） 

 

４． ウィズコロナ・アフターコロナの都市計画への影響について（浅野氏） 

・ リモートワークの普及により大都市圏からの地方都市への移住が増加することが報じられているが、

都市計画には大きな影響は与えないのではないかと思う。しかし、行動変容によって拠点の賑わい

が低下等の課題もあるため、それらの対策は必要だと思う。（松川氏） 

・ 全体的には大きく変化しないが、新技術を活用することが加速すると思う。公共交通の分野では影

響が大きいと感じている。（藤本氏） 

・ 現状ではまだ大きな影響はないが、コロナの影響で商業地域の店舗が減れば、用途地域の見直しに

影響するのではないかと思う。（矢谷氏） 

・ 住民の行動変容はあるが、村自体の方向性としては大きく変わらないのではないかと思う。（宮島氏） 



 

５． 居住誘導と市街化調整区域における拠点づくりのバランスについて（オンライン） 

・ 都市への集約化と集落の拠点維持のバランスを保つことは重要であり、バランスを保つためには基

盤となる全体の計画が必要である。（松川氏） 

 

６． 立地適正化計画の策定は地方交付金を獲得するのが目的となっているのではないか（オンライン） 

・ 交付金目当ての自治体もあるかもしれないが、立地適正化計画を策定した以上、実際に計画に沿っ

た施策を講じることが重要である。（松川氏） 

 

７． 道路舗装の住民への指導方法はどのように行っているのか（オンライン） 

・ 各地区で土建業に携わっている方がおり、その方に指導いただいている。（宮島氏） 

 

８． 新たな未知の感染症に対して対応できる社会であるためには、何が必要か（オンライン） 

・ 地方都市は感染症に強い構造であることを実感した。人の意識は変化しているため、併せて議論す

る必要があると思う。（浅野氏） 

 

９． おわりに 

・ 防災やコロナありきで都市計画を考えず、全体的に考える必要があると考えている（松川氏） 

・ コミュニティの重要性を踏まえたうえで今後の土地利用について考えていきたい（藤本氏） 

・ まちの再利用ではなく、新しく創り変えていく必要があると考えている（矢谷氏） 

・ 住民がその村に住んでいるという、存在感を示せるような施策が必要だと思う（宮島氏） 

 

16：50～17：00 まとめ 鶴田佳子氏（岐阜工業高等専門学校） 

 

  

要旨説明（You Tube 画面） パネルディスカッション（You Tube 画面） 

 

 


